
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒 大 １１０ ２００ ０１２ ７ 

専 大 ５０６ ０００ ０１× 12 

【駒 大】  打安点 
⑥ 岡   ４２１ 
④赤 木  ２１１ 
⑤白崎浩  ４０１ 
DH 北 畠  ３００ 
HD 柳 原  ２００ 
⑦山 下  ４２０ 
R7 嘉数駿    １００ 
⑨山 本  ２００ 
９奥 野  １００ 
PH 森 田  １００ 
９中 谷  ０００ 
⑧小 林  ４２１ 
②上村新  ３１０ 
PH 戸 柱  １００ 
PR 増 本  ０００ 
２ 東   ０００ 
③笠 間  ４２２ 
      計 3610６ 

 
▽三塁打＝笠間、赤木 
▽本塁打＝岡、小林 
 
    回      打安責 

●白崎勇 ２ 1/3  22７10 
栗 林 ２ 2/3 12４１ 
友 滝 １ 1/3 ８２０ 
小 倉 １ 2/3 ９２１ 

専 大 ０２０ ０００ ０００ ２ 

駒 大 ０００ ２２０ ０１× ５ 

【駒 大】  打安点 

⑥ 岡   ４００ 

④赤 木  ４１０ 

⑤白崎浩  ２１０ 

DH 北 畠  ２００ 

⑦山 下  ２１２ 

③笠 間  ２００ 

⑧小 林  ４２２ 

⑨奥 野  ２００ 

PH 柴 田  １００ 

９中 谷  １００ 

９嘉数駿  １００ 

②上村新  ０００ 

H2 戸 柱  ３００ 

     計 36５４ 

 

▽二塁打＝山下 

 

    回    打安責 

井 口 ２  11４２ 

○白崎勇 ７  28３０ 
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10 年秋季リーグ 

第３週・９月 21日 

０勝１敗 

 

10 年秋季リーグ 

第３週・９月 22日 

1 勝１敗 

 

序
盤
で
11
失
点
と
試
合
を

つ
く
れ
な
か
っ
た
先
発
バ
ッ

テ
リ
ー
に
、
小
椋
正
博
監
督
は

あ
き
れ
た
表
情
を
浮
か
べ
る

し
か
な
か
っ
た
。
開
幕
連
敗
の

流
れ
を
断
ち
切
れ
な
か
っ
た

試
合
内
容
に
「
何
を
言
い
訳
し 

 

 

そ
れ
で
も
明
る
い
材
料
は

あ
る
。
拓
大
戦
の
２
試
合
で

３
得
点
の
み
に
終
わ
っ
た
打

線
は
、
こ
の
試
合
で
７
点
を

奪
取
。
岡
将
吾(

法
３)

、
小

林
勇
登(

経
２)

に
本
塁
打
が

飛
び
出
し
、
９
番
に
打
順
を

下
げ
て
い
る
主
将
・
笠
間
将

裕(

商
４)

も
２
安
打
２
打
点

の
活
躍
を
見
せ
た
。 

投
打
が
か
み
合
い
、
春
季

リ
ー
グ
同
様
、「
常
勝
気
流
」

に
乗
れ
ば
、
１
部
校
と
の
入

替
戦
も
見
え
て
く
る
。
逆
に
、

今
カ
ー
ド
で
勝
ち
点
を
落
と

せ
ば
、
厳
し
い
状
況
に
陥
る
。

優
勝
に
向
け
大
き
な
山
場
を

迎
え
た
。 

 

先
発
・
白
崎
勇
気(

営
３)

は

球
審
の
判
定
に
苦
し
み
、
序
盤

か
ら
大
量
リ
ー
ド
を
許
す
。
拓

大
戦
で
３
得
点
の
み
に
終
わ

っ
た
打
線
が
７
点
を
返
し
、
一

矢
を
報
い
る
が
、
開
幕
連
敗
の

流
れ
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で

き
ず
敗
戦
。
入
替
戦
進
出
に
向

け
早
く
も
正
念
場
を
迎
え
た
。 

 

て
も
駄
目
。
２
人
が
し
っ
か
り

し
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
」
と

の
コ
メ
ン
ト
で
活
を
入
れ
た
。 

 

予
兆
は
あ
っ
た
。
球
審
の
判

定
が
厳
し
く
、
エ
ー
ス
の
得
意

球
で
あ
る
外
角
ス
ト
レ
ー
ト

が
こ
と
ご
と
く
ボ
ー
ル
に
。
初

回
か
ら
４
つ
の
四
死
球
を
許

し
、
５
点
を
先
制
さ
れ
た
。
女

房
役
の
上
村
新(

営
４)

も
「
審

判
の
せ
い
に
は
し
た
く
な
い

が
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
か
っ

た
」。 

３
回
に
も
白
崎
勇
の
野
手

選
択
な
ど
が
絡
み
得
点
を
許

す
。
さ
ら
に
、
１
死
満
塁
の
場

面
で
栗
林
駿
一(

経
２)

が
マ

ウ
ン
ド
に
上
が
る
と
、
左
翼
席

中
段
に
打
球
を
運
ば
れ
、
こ
の

回
だ
け
で
６
失
点
。
試
合
を
決

め
ら
れ
３
連
敗
を
喫
し
た
。 

自
身
、
最
短
降
板
と
な
っ
た

背
番
号
18
は
「
申
し
訳
な
い
。

自
分
で
も
ス
ト
ラ
イ
ク
と
思

う
球
は
あ
っ
た
け
ど
…
ま
だ

ま
だ
力
不
足
」
と
、
敗
戦
の
責

任
を
背
負
っ
た
。 

 

絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
一
戦
。

開
幕
戦
か
ら
の
３
連
敗
で
迎
え

た
４
戦
目
。
こ
の
試
合
を
落
と
し

た
ら
、
１
部
昇
格
へ
の
道
が
ほ
ぼ

閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
中
で
、
先
発

の
井
口
が
２
回
、
ソ
ロ
本
塁
打
を

２
本
浴
び
、
先
制
点
を
許
す
。
序

盤
か
ら
専
大
打
線
に
つ
か
ま
り
、

勝
利
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
る
。 

[上]制球に苦しむ白崎勇 

[下]４回、右中間適時三塁打を放

ち、２打点を挙げた主将・笠間 

山
下
高
久
雅(

法
３)

が
試
合

を
決
め
た
。
同
点
で
迎
え
た
５

回
、
２
死
満
塁
の
好
機
で
勝
ち
越

し
と
な
る
２
点
適
時
二
塁
打
を

放
っ
た
。
投
手
陣
は
先
発
・
井
口

拓
皓(

経
２)

が
ソ
ロ
本
塁
打
を

浴
び
、
３
回
途
中
で
降
板
す
る

が
、
そ
の
後
は
白
崎
勇
気(

営
３)

が
し
っ
か
り
抑
え
、
今
季
リ
ー
グ

戦
初
勝
利
を
収
め
た
。 

 

合
を
決
め
、

今
季
初
白

星
で
試
合

を
終
え
た
。 

 

な
ん
と
か
同
点
に
追
い
付
き

た
い
駒
大
は
、
４
回
、
相
手
の
走

塁
妨
害
な
ど
で
２
点
を
追
加
。
試

合
を
振
り
出
し
に
戻
す
。
迎
え
た

５
回
。
２
死
満
塁
の
場
面
で
の
打 

 

写真＝丸山翔太 

   水出綾香 

文＝堀江あゆみ 

４回、守備妨害で生還

した白崎浩を迎え、盛

り上がるベンチ ５回、勝ち越しの適

時二塁打を放つ山下 

席
は
、
開
幕
戦
か
ら
毎
試
合
安

打
と
い
う
好
調
の
山
下
。
「
手

応
え
は
あ
っ
た
」
と
言
う
よ
う

に
、
打
球
は
左
越
え
。
２
点
適

時
打
で
勝
ち
越
し
、
流
れ
を
引

き
寄
せ
る
。
小
椋
正
博
監
督
か

ら
も
「
あ
い
つ
は
本
当
に
勝
負

強
い
」
と
い
う
言
葉
通
り
、
期

待
に
応
え
る
。 

そ
こ
か
ら
は
３
回
途
中
か

ら
登
板
し
た
白
崎
勇
が
奪
三

振
８
と
好
投
し
、
追
加
点
を
許

さ
ず
。
８
回
に
は
小
林
勇
登

(

経
２)

の
中
前
適
時
打
で
試

あ あ 

    


